
マルハニチログループ各社様 御中 

【202５年１月】 直営・グループ内 技能実習/特定技能 監理・支援活動 

 

◆トピック （文責：北海道支部 佐々木）※受入れ開始時期順 

【マルハニチロ畜産㈱ 札幌工場様】 

・生活面に関するクレームはないが、衛生面チェックのため宿舎巡回を行ったところ、分別されていないゴミがゴミス

テーションに置かれていた。居住している住人に確認したところ、自分のものと認めたためゴミを宿舎へ移動、再度

分別するよう指示。クレーム予備軍のため、「見られている」意識を持たせるべく、巡回を強化する。 

・５期生男性１名が欠勤を繰り返している。元をたどると発熱などの体調不良が理由であり、自分でも改善すべく通

院に前向きであったが、問題は通院後の対応。その後も体調不良を理由に何度も欠勤し、症状の改善がないにも関

わらず再度病院に行くことには否定的。更に３日連続で欠勤していたこともあったが、連続欠勤１日目に仲の良い実

習生と飲酒していたことが発覚。このようなズル休みを思わせる行動に、工場様、組合共に憤りを感じている。周囲

に多大な迷惑をかけていることの自覚がないため、家族面談を設定すべく日程を調整中。 

・特定技能の女性１名が完全帰国した。実習生時代から勤めていたが、大きな病気が発覚したため帰国することとな

った。病気が発覚したときは「まだ働く」と言っていたが、やはり体が資本。しっかり治して元気な姿を見せてほしい。 

・６期生惣菜専門級試験が近づいたため、対象者にミニテストを実施。１名だけ計算問題の点数が非常に悪く、苦手意

識が強い。点数の向上をすべく、本人の理解しやすいように解説を用意する。 

【マルハニチロ畜産㈱ 名寄工場様】 

・休み申請のルール違反が再度発覚。以前２名指導し全体にルールの周知を行ったが、今回の１名はルールを認識し

ていないと断定し再教育を行った。また報連相の部分が抜けている。指導後に本人から謝罪の言葉があった。 

・女性１名が年明けから体調を崩している。感染症の心配はなかったが、頭痛だけがしばらく続いたため再度病院へ

引率。すると異常は見当たらなかったが、ストレスではないかと診断された。家族が金銭トラブルで揉めているため

ストレスだという。金銭的な援助はできないが、ストレスを緩和させるべくフォローする。 

【㈱マルハニチロ北日本 森工場様】 

・今月は３名の宿舎を訪問。昨年はストーブを使わずコート生活を送っていたが、今年もストーブを使っていない。電

気代が高いため節約しているというが、灯油ストーブの方が安価で暖まることを説明。ストーブを使って生活し、身

体を冷やさないよう案内した。 

 

 

 

 

 

 

名寄工場様差し入れの様子。繁忙期のため、少しでも

栄養をつけてほしい。 

あさひねっと協同組合 

北海道チーム(北海道) 

【スタッフ独り言】実習生の病院引率が目に見えて多くなっている。風邪も流行っているため、組合も体調管理に注意して業務に励みたい。(佐々木) 

監理・支援活動風景 

札幌工場様６期生惣菜専門級試験のミニテスト。全体

的に計算問題が弱い。 

森工場様ご訪問。昨年よりは暖かく、さすがにコート

は着用していなかった。 

札幌工場様宿舎巡回の様子。若い男性の実習生に食

器や調理器具の放置が多い。 


